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る。 その結果， 速い方の応力波は波頭直後で著しい減少を示すこと， 一定速度で衝撃しでも端面
の衝撃応力は時間とともに変化すること，粘弾性材料であっても，応力波のピーク値は進行にともな
って大きくなる場合のあることなどを明らかにした。著者はさらに複合材の衝撃実験を行ない，理論
計算の結果と比較して，この解析法が波頭近傍で十分有効で、あることを示している。
以上のように本論文は複合材の端面近傍における過渡波の挙動を明らかにしたものであり博士論文
として{面{直あるものと認;められる。
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